
東北農業研究 (Tohoh Agio Res)29,33-34(1981)

オ モ ダ カ の 発 生 消 長 と 塊 茎 形 成
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: は  し め に

稚苗機械移植栽培において除草剤利用の雑草防除体系が

普及したことにより多年生雑草の優占化が進行してきた。

岩手県内でもホタルイ, ミズガヤツリ,ク ログフイ,オ モ

ダカ類の発生が目立っている。オモダカの生態については

多くの報告
‐1つ

ちゞぁるが,岩手県南地方での発生生態につ

いて昭和53～ 55年の3カ年,岩手農試県南分場 (江刺市)

で調査したので報告する。

2試 験 方 法

1 本田での発生消長 : オモダカ多発圃場において抜

き取 りにより調査した。

2 塊茎の形成 :(1)本 田にω
“
Xmmの方形区を設定

し5月 11日 と5月 21日の 2時期に各々25℃ で 4日 間催芽 し

た塊茎を1個ずつ,地表下 3, 6, 9ぃに植え付け,水稲

群落内と裸地状態で塊茎形成量を調査した。("1:50008

ポット(無底 )を本田に埋めこみ 5月 15日 に25℃ で 4日 間

催芽した塊茎を地表下 6mに植え付け 7月 ～9月 に寒冷紗

で遮光 (3段階 ;30%,60%,75%)し塊茎形成量を調査

した。18)塊茎の側芽数について(1)で得られた塊茎 C・A査 し

た。

3 塊茎の休眠と越冬 : 54年秋に得られた塊茎を種々

の条件で越冬させ,休眠性越冬率を調査検討した。

3 試験結果及び考察

1 発生消長 : 53年 ～54年の調査から次の結果を得た。

①発生深度 ‐発生時期 ;代かき後10日 前後 (5月中旬 )か

ら発生がみられ 6月上旬までにはとんどが発生する。初期

に発芽展葉するものは地表下0～ lmの塊茎であるが, 1

～4mか らの発生が多 く,時に10m前後から発生するもの

もある。②時期別葉数 ,6月 上旬までに初生葉 (4～ 6枚 )

の展葉が終了し,そ の後 3～ 5日 毎に本葉を抽出し7月 下

旬までに本葉12枚前後となる。初生葉は 6月 中に枯死し開

花期以後下位本葉も枯れ始める。③開花期 ;7月 10日 頃か

ら開花始期となり7月 下旬盛期, 8月 中旬には終期となる。

④地上部乾物重 ;発生後,開花始期～盛期に最高となり以

後茎葉,花茎の枯死とともに減少する。⑤塊茎形成時期 ;

7月 10日 頃から旬校の伸長が始まり7月 21日 には塊茎形成

始期となり開花期 (7月 下旬 )には外観的に完全な新塊茎

がみられる。これらのことから当■l方のオモダカは 7月 ～

8月 に塊茎形成を行う点でこれまでの報告
2'5'10と

異なる

ことがわ力,っ た。

2 塊茎の形成 :(1)の結果から,①植え付け時期 (発

生時期 )が遅れると地上部の生育量が少なく塊茎の形成も

少ない。②生育が遅れ花茎抽出にいたらなかった個体でも

塊茎の形成がみられた。③水稲立毛間では裸地状態より塊

茎形成は少ない。④塊茎の植え込み深度 (発生深度 )別に

みると深く植え付けたもの(9m)で塊茎形成が多い。⑤

塊茎形成位置は日面表層よりも地表下 5～ 15ぃに多く,下

層のものほど1個重も大きい。これらのことからオモダカ

本来の生活史は地表下の比較的深い部分 (耕盤付近 )に形

成される塊茎によって増植し,種子とともに分布拡大して

きたと考えられる。12)の結果からは遮光条件下での塊茎形

成について,①無遮光で形成数が最も多 く(最高 238個/
株,平均 104イ固/株 )次いで遮光率30%区 であり,60%区 ,

75%区では無遮光区の 7割に減少した。②塊茎重では30%

区で最大となり(平均 1個重 111%)次 いで無遮光,60%
区となり75%区で最小 (62η )と なる。③塊茎の横径は∞

%区で最大 (平均 43"φ )と なり75%区で最小 (32諄
φ)と なる。これらのことからオモダカの好適光条件は 0

～30%程度の遮光までと考えられ,よ り強度の遮光条件下

では塊茎形成量は減少することが知られた。塊茎の上中分

布は無遮光区と31%遮光区で地表下10～15ぃに 4～ 5割の

塊茎が形成されたのに対し,60%と 75%遮光区では 3割前

後と少なく表層～地表下10のに形成される塊茎が多いこと

も知られた。(3)の結果からは,こ れまでの報告りで無いと

されていた側芽が当地方のオモダカでは 1～ 2個の側芽を

有する塊茎が全体の15%ほ どあり,稀に 3個の側芽を有す

る個体もみられた。これらの側芽は頂芽に引き続き発芽す

るので防除上考慮する必要がある。

3 塊茎の休眠と越冬 : 図 1は低温処理 (5C)と土

壌水分が休眠に与える影響を調査した結果であるが,こ れ

から,①土壌水分が少ないと休眠打破は早いが乾燥枯死す

る。②土壌水分71%では処理90日 後には休眠覚醒状態とな

る。③土壌水分40%で は 149日 後でも発芽が不斉―になる。

また図 2は越冬条件別に発芽と越冬率を調査した結果であ

る。これから,④乾燥状態では越冬不可能であり, ⑤土
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図 : 低温処理 (5℃ )と 土壌水分別休眠覚醒

図 2 越冬条件別発芽状況と越冬率

中深土別に越冬率に差はみられないが土中深土の深いもの

ほど越冬後の発芽は不斉一である。⑥地下15mで も乾燥状

態では越冬できず,土壌水分が飽和状態で越冬率が高い。

これらのことから秋耕などにより塊茎を乾燥状態にさらす

ことで塊茎の越冬率を下げることが可能と考えられる。

4 要    約

岩手県南地方のオモダカを用い発生消長,塊茎形成及び

休眠と越冬について知見を得た。主な点は,

1 塊茎形成時期は草薙 ら2'3,10に より8月 下旬～ 9月

と報告されているが岩手県南では7月 中旬から形成される。

2 塊茎は側芽を持たないとする報告りがあるが当地方

では 1～ 3個の側芽を有する塊茎があり頂芽に引き続き発

芽する。

3 強度の遮光条件 (60～ 75%)では塊茎形成量が坊 る。

4 塊茎の休眠は5C低温処理で,土壊水分が高いほど休

眠覚醒力済 一であり
'0日

処理でllXl%の休眠覚醒力ゞみられた。

5 土壌水分が高いほど越冬率が高く,田面下層 (■ l表

下 5～10m)で 越冬した塊茎からの発生は表層 (0～ lm)

で越冬したものより発芽が不斉―である。

以上のことから当地方のオモダカの生態的防除法として

は水稲の初期生育を良くし,塊茎形成の始まる7月 中旬ま

でに地上部を除去し,秋耕を実施し塊茎を乾燥,枯死 させ

ることにより次年度の発生源となる塊茎を減少させること

が肝要と考えられた。
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